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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第65期

第１四半期累計期間
第66期

第１四半期累計期間
第65期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (千円) 255,630 191,341 1,584,560

経常利益 (千円) 26,456 2,302 154,527

四半期(当期)純利益 (千円) 16,794 1,377 99,334

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 201,600 201,600 201,600

発行済株式総数 (株) 4,032,000 4,032,000 4,032,000

純資産額 (千円) 2,002,171 2,010,197 2,039,132

総資産額 (千円) 3,019,602 3,061,827 3,159,742

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 4.19 0.34 24.80

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 7.00

自己資本比率 (％) 66.3 65.7 64.5
 

(注) １ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては、記載しておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営んでいる事業の内容に、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリ

スク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、英国の欧州連合（ＥＵ）離脱決定を機に、為替相場と世界景気の

先行きに不透明感が強まっている中、投資家による安定通貨として円買いが進み円高傾向となっており、輸出関連

企業を中心に業績に影響を及ぼしかねない状況となっております。

このような状況において、当社は防衛省からの訓練用火工品受注が、防衛予算の大幅な変更により例年に比べ大

きく減少した事や、当第１四半期は特に民間企業からの大型受注が期待できず、売上高は前年同期を下回る業績と

なりました。

その結果、当第１四半期累計期間の売上高は、前年同期と比べると64百万円の減収となりました。利益面につい

ては、売上利益の減少が従業員の待遇改善による労務費等の費用増加を吸収できず、結果営業利益以下前年同期を

下回る結果となりました。

しかし、第２四半期以降受注は増加する計画で、予想した利益を確保できる見込みであります。

以上の結果、当第１四半期累計期間の業績は、売上高191百万円（前年同期比25.1％減）、営業利益２百万円（前

年同期比91.2％減）、経常利益２百万円（前年同期比91.3％減）、四半期純利益１百万円（前年同期比91.8％減）

となりました。　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 火工品事業

当第１四半期累計期間の火工品事業は、民間向け火工品の大型受注等がなく、売上高は152百万円（前年同期比

29.8％減）となりました。

セグメント損失は、12百万円となり前年同期と比べ27百万円（178.3％減）の減益となりました。

② 賃貸事業

当第１四半期累計期間の賃貸事業の売上高は39百万円で、前年同期と比べ若干増加しました。　

セグメント利益は、25百万円と前年同期と比べ2百万円（10.1％増）増加しました。
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(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあり

ません。

 

(3) 研究開発活動

（火工品事業）

当第１四半期累計期間における研究開発費の金額は3,858千円であります。

なお、この期間において、当社の研究開発の状況に重要な変更はありません。

（賃貸事業）

賃貸事業につきましては、研究開発活動を行っておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 8,064,000

計 8,064,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,032,000 4,032,000
東京証券取引所ＪＡ
ＳＤＡＱ（スタン
ダード）

単元株式数は1,000株でありま
す。

計 4,032,000 4,032,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年６月30日 ― 4,032,000 ― 201,600 ― 18,121
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成28年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普 通 株 式   　
26,000　

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　3,977,000 3,977 ―

単元未満株式 普通株式　  29,000 ― 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 4,032,000 ― ―

総株主の議決権 ― 3,977 ―
 

(注) １　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式188株が含まれております。

２　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成28年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

② 【自己株式等】

平成28年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式
数の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
　細谷火工株式会社

東京都あきる野市菅生1847 26,000 ― 26,000 0.6

計 ― 26,000 ― 26,000 0.6
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成28年４月１日から平成28年

６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、公認会計士赤須克己及び公認会計士黒須裕による四半期レビューを受けております。

なお、当社の監査人は次のとおり交代しております。

第65期会計年度

公認会計士　江畑幸雄　公認会計士　一井正

第66期第１四半期会計期間及び第１四半期累計期間

公認会計士　赤須克己　公認会計士　黒須裕

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がないため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 727,369 718,592

  受取手形及び売掛金 410,775 184,013

  商品及び製品 29,569 23,561

  仕掛品 100,534 214,345

  原材料及び貯蔵品 151,850 162,769

  その他 31,059 53,294

  流動資産合計 1,451,160 1,356,577

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 310,865 308,062

   土地 1,041,348 1,041,348

   その他（純額） 156,055 159,073

   有形固定資産合計 1,508,270 1,508,485

  無形固定資産 47,042 46,497

  投資その他の資産 153,270 150,267

  固定資産合計 1,708,582 1,705,250

 資産合計 3,159,742 3,061,827

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 44,611 56,308

  短期借入金 613,992 613,992

  未払法人税等 14,682 7,334

  賞与引当金 38,667 59,060

  その他 174,656 91,057

  流動負債合計 886,610 827,752

 固定負債   

  長期借入金 21,028 17,530

  退職給付引当金 62,709 64,078

  役員退職慰労引当金 55,561 57,644

  製品保証引当金 22,176 16,023

  資産除去債務 8,913 8,913

  その他 63,610 59,688

  固定負債合計 233,999 223,878

 負債合計 1,120,610 1,051,630
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成28年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 201,600 201,600

  資本剰余金 18,121 18,121

  利益剰余金 1,777,870 1,751,207

  自己株式 △11,840 △11,840

  株主資本合計 1,985,751 1,959,089

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 53,380 51,107

  評価・換算差額等合計 53,380 51,107

 純資産合計 2,039,132 2,010,197

負債純資産合計 3,159,742 3,061,827
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 255,630 191,341

売上原価 153,997 122,580

売上総利益 101,632 68,760

販売費及び一般管理費 75,225 66,436

営業利益 26,406 2,324

営業外収益   

 受取配当金 1,273 1,474

 雑収入 730 514

 営業外収益合計 2,004 1,989

営業外費用   

 支払利息 1,049 1,139

 休止固定資産関係費用 863 851

 雑損失 40 20

 営業外費用合計 1,954 2,011

経常利益 26,456 2,302

特別利益   

 特別利益合計 - -

特別損失   

 固定資産除却損 0 196

 役員退職慰労金 1,000 -

 特別損失合計 1,000 196

税引前四半期純利益 25,456 2,105

法人税、住民税及び事業税 13,069 6,230

法人税等調整額 △4,407 △5,502

法人税等合計 8,661 728

四半期純利益 16,794 1,377
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【注記事項】

（会計方針の変更）

当第１四半期累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及

び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

これによる損益に与える影響は軽微であります。
 

 

（追加情報）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第

１四半期会計期間から適用しております。

 
(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

減価償却費 13,795千円 14,086千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日
定時株主総会

普通株式 24,039 ６ 平成27年３月31日 平成27年６月26日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

当第１四半期累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月24日
定時株主総会

普通株式 28,040 ７ 平成28年３月31日 平成28年６月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計

火工品事業 賃貸事業 計

売上高 216,665 38,964 255,630 255,630

セグメント利益 15,355 23,499 38,854 38,854
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 38,854

全社費用(注) △12,447

四半期損益計算書の営業利益 26,406
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計

火工品事業 賃貸事業 計

売上高 152,099 39,241 191,341 191,341

セグメント利益 △12,015 25,862 13,846 13,846
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 13,846

全社費用(注) △11,522

四半期損益計算書の営業利益 2,324
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 ４円19銭 ０円34 銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 16,794 1,377

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 16,794 1,377

   普通株式の期中平均株式数(千株) 4,006 4,005
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載していません。

 

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年８月５日

細谷火工株式会社

取締役会  御中

 

公認会計士赤須会計事務所
 

  公認会計士   赤　須　　克　己    印
 

 

黒須公認会計士事務所
 

  公認会計士   黒　須    　 裕     印
 

 

私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている細谷火工株式会社の

平成28年４月１日から平成29年３月31日までの第66期事業年度の第１四半期会計期間(平成28年４月１日から平成28年６

月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

私たちの責任は、私たちが実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明

することにある。私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

私たちは、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、細谷火工株式会社の平成28年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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